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コクワガタ

6月～9月に堺市内で見られる！

たくさんの個性豊かないきものたちが、つながりをもって生きています。

ヒメアカタテハ

ヒバカリ マイコアカネ

スッポン クチナシ

ヤマガラ

とは

クロアゲハ

堺にすむいきものや彼らのすみかのことを

どのくらい知っていますか？

ここでご紹介する写真はすべて堺市内で

撮影された写真です！

Webサイト「堺いきもの情報館」に、

市民の方などからご投稿いただきました。

個性豊かないきものたちや彼らのすみかを

見て・知って、堺の生物多様性を

感じてみてください。

堺市の生物多様性を知るには

「堺にはいろんないきものが

いて、いろんなすみかが

ある」と知るところから！



～トンボの見分け方ウチワヤンマ編～

も っ と 生 物 多 様 性 を 感 じ て み よ う ！

ウチワヤンマは堺市レッドリスト2021掲載種（Bラン

ク）で、タイワンウチワヤンマは一般的に見られる種で

す。どちらの名前にも“ヤンマ”という名前がついています

が、ヤンマ科ではなくサナエトンボ科に属し、平地～丘

陵の池のまわりなどで見られます。

一見そっくりな2種ですが、腹部の先にある“ウチワ”を見

比べると、簡単に見分けることができます。ウチワヤン

マのウチワは黒縁の内側が黄色ですが、タイワンウチワ

ヤンマのウチワは真っ黒で少々小さめです。

堺市内で見つけたら、ウチワの色や大きさをみて、見分

けてみてください。

いきものの写真がもっとみたい！生物多様性について楽しく学びたい！という方は

最終ページのQRコードなどから へアクセスしてみてくださいね！

ウチワヤンマ タイワンウチワヤンマ

オオスカシバ ミサゴ

ミズオオバコ

カジカガエル

いきものたちのすみか

いきものたちは
どこにすんでいるのか？

ここでご紹介する多くの写真にはいきものの

姿だけでなく、様々な自然環境が写りこんで

います。草地や樹木の枝先、水辺など、彼ら

のすみかは多種多様です。

堺市内には草地のある公園やため池、河川、

木々がしげる古墳や南部丘陵などといったい

きものたちのすみかがたくさん存在します。

みなさんの身近な場所にあるすみかにもいろ

んないきものたちがすんでいるはずです。

このように様々なすみかがあることを生物

多様性の一つである「生態系の多様性」とい

います。

生物多様性とは
身近なものなんですよ！

センダイムシクイ
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これまで３つの生態系サービスについてご紹介しましたが、お読みいただけ

ましたでしょうか。３つの生態系サービスとは「文化的サービス」「供給サー

ビス」「調整サービス」のことです。今回は４つある生態系サービスのうち、

最後の「基盤サービス」についてのおはなしです。

“基盤”とは物事の土台や基礎、という意味です。その名の通り、基盤サービ

スは他３つの生態系サービスを支える役割をしています。例えば、二酸化炭素

の吸収。これは基盤サービスのうちの一つです。植物や植物プランクトンは光

合成によって二酸化炭素を吸収し、栄養を作るとともに酸素を放出します。こ

の作用は私たちを含む多くのいきものにとって欠かせないもの、まさに“物事

の基盤”です。つまり、基盤サービスがあるからこそ、私たちは他の３つの生

態系サービスの恩恵を受けることができるのです。

私たちは様々な場面で生物多様性の恩恵を受けています。そして、そのサー

ビスを受けるためには生物多様性への理解を深め、身近なところから守ってい

くことが大切です。

夏 生物多様性
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